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□ はじめに 

新年を迎え、皆様にはますます御健勝のことと存じます。今年の干支は「とり」です。 

「とり」は干支の十二支の１０番目になります。「鶏」は毎朝決まった時間に太陽が昇 

 るときに鳴くため、太陽の神を呼ぶ力があるとされていたそうです。また、犬猿の仲とい 

 う言葉がありますが、元々仲の悪かった申
さる

と戌
いぬ

の間に入って喧嘩の仲裁をしたのも「とり」で 

 であったという言い伝えがあります。確かに干支ではそういう順番になっていますね。 

このように縁起のいい「とり」は十二支では「酉」と書きます。「酉」という字は酒を 

醸（かも）す器あるいは酒徳利の象形文字で、「実る」「成る」「成就する」という意味が 

あると言われています。知識偏重から思考力・表現力を重視した学習指導要領の改訂に向 

けて、「学びの変革アクションプラン（アクティブラーニング）」平成３０年度全県展開に 

向けて平成２９年は改革の年となります。本校においても児童生徒数がついに５００名を 

超えることが確実です。そんな中で私たちはじっくり足下を見つめて「一人一人の子ども 

たちを大切にし、自立と社会参加を目指してもっている力を最大限伸ばしていく」「教材・ 

教具を含めてきめ細やかな手立てのある指導を行い、子どもたちの主体性を育んでいく」 

というこれまで本校が取り組んできたことを更に深め、ステップを進める年にしたいと思 

っています。教職員一同決意新たに力を合わせ、本年を酉年として「実る」「成る」「成就 

する」年にしていきます。保護者の皆様、地域の皆様、本校にかかわってくださる多くの 

皆様、本年も引き続き御理解、御支援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。                                                               

□ 第２９回市立高等学校総合文化祭 第１０回文化の祭典（高等学校の部） 

１月１１日（水）から１５日（日）まで市立高等学校総合文化祭が西区民文化センター  

で開催されました。本校高等部は、展示部門で作業学習で作製している製品と、今年度４ 

月に職業コース第１学年とフランスの巨匠ジャン・ベルナール＝トロッジェ画伯夫妻との 

共同画「宇宙」と全国高等学校総合文化祭にも展示した第２学年の共同制作「花と蝶」の 

二つの大作を出展しました。ステージ部門では職業コースの生徒が合唱を披露しました。 

大雪という招かれざる突然の来客で、４７名での合唱予定が３７名での発表となりました 

が「ふるさと」「ＣＯＳＭＯＳ」「さくらよ」の３曲を心と歌声を一つにし、来られなかっ 

た仲間と共に堂々と歌い上げ、会場から惜しみない大きな拍手をいただきました。終演後 

は達成感にあふれる生徒のまぶしい笑顔がはじけていました。作品や歌声を通して大きな 

感動を与えてくれた本校の生徒を、心から誇らしく思いました。 

１月２６日（木）から２８日（土）まで開催された「僕らのアトリエ in アステール」でも、本校小学部･ 

中学部・高等部の児童生徒の日頃の学習の成果を、作品を通して多くの方々に見ていただきました。 

 

 

 

 

 

  

□ 生徒会役員選挙と主権者教育 

生徒会長に３名、副会長に２名の生徒が立候補して生徒会役員選挙が行われました。１月１６日(月)に投 

票が行われ、生徒会長には高等部第２学年２組の林優恵さんが、副会長には高等部第１学年４吉原尚君が選 

ばれ、１７日（火）の学部集会で選挙管理委員長から委任状が手渡されました。１年間、生徒会のリーダー 

として、明るく元気で笑顔あふれる生徒会を目指してほしいと思います。一昨年６月の公職選挙法の改正に 

伴い、選挙権を有する年齢が満１８歳以上に引き下げられ、昨年７月の参議院議員通常選挙で実際の選挙を 

経験した生徒も多くいます。今回の生徒会選挙も、１２月１２日の公示、告示を受け、立候補受付、選挙運 

動から不在者投票を含めた投票まで、実際の選挙実施方法と同じ手順で行い、広島市選挙管理委員会から実 

際の選挙で使われる本物の記入場所のしきりや投票箱をお借りし、実社会での投票場面に生かされるように 

取り組みました。また、事前学習・事後学習でも、生徒の実態に応じて政治や選挙の仕組み、実際の選挙で 

注意しなければならないこと等について学習を深めています。 

 

 

 

 

 

 

冬休みに頑張ったことを 
称えながら新年・新学期 

のスタート 

中國新聞でも紹介された 

小５「キャンプファイヤー」  

            

 

訪問学級紙粘土作品 → 

高等部第１学年書き初め↓ 

高等部第３学年書き初め↑中学部第１学年書き初め↑ 

 

選挙管理委員に「選挙はがき」を渡し、確認後、投票用紙を受け取って、一票を投じる生徒         任命式 
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□ 全国学校給食週間 

１月２４日（火）から１月３０日（月）まで全国学校給食週間です。毎日、給食をおいしく  

楽しく食べられることに感謝し、給食や食べ物の大切さについて考える週です。本校では、例 

年２週間実施し、今年は１６日（月）から給食週間を開始して給食ビデオを視聴したり食に関 

する掲示物や作品を制作して給食調理室前廊下や２階廊下に掲示したりする取組を行いました。 

２４日（火）は給食が始まった明治２２年に食べられていたおにぎりと鮭の塩焼き、食べ物 

 の少なかった昭和３０年頃に食べられていたみそすいとんがメニューでした。みそすいとんは、 

少しでもお腹がいっぱいになるように、小麦粉でだんごを作ってみそ汁に入れた料理でした。 

毎日当たり前のように食べている給食ですが、８００食という膨大な量の給食を、アレルギー 

や様々な食形態に配慮しながらおいしく作ってくださっている栄養教諭、給食調理員の皆さん 

への感謝の気持ちを一層強く感じることができました。高等部第３学年の感謝のメッセージ欄 

には「給食のお陰で納豆やピーマンが食べられるようになりました。」「給食が毎日楽しみでした。」など残り少なくなった

給食への感謝の気持ちがたくさんつづられていました。毎日、朝早くから本当にありがとうございます。 

□ 高等部第１学年（普通科）校内実習 

  １月２３日（月）から１月２７日（金）に高等部第１学年普通科は校内実習を行いました。校内実習 

は、学校を職場に見立てて、通常行っている作業学習とは違う作業を、５日間連続で行うものです。 

進路学習で「自分を知ろう」をテーマに自分の適性について考え、「仕事体験」や、「先輩から学ぶ」、 

「職場見学」などの学習を通して卒業後の生活や仕事について学習してきました。作業学習やキャリア 

学習を中心に「働く意義や喜び」「ルールやマナー」を身に付けてきました。その成果をこの校内実習 

で発揮するとともに課題を明確にして、高等部第２学年での職場体験実習につなげていきます。私も、 

校内実習を見学しましたが、個別の目標が明確に共有され、動線を意識した環境設定や自助具や手順表 

等も個に応じて準備されていて、生徒は少し緊張しながらも真剣な表情で主体的に「仕事」に取り組み、 

自分の役割を果たすことで自己有用感を感じていました。その姿に生徒の１年間の確かな成長を感じる 

ことができました。 

       

 

 

 

 

 

 

□ 広島市映像文化ライブラリーのミニシアター開演 

  毎月１回金曜日に、広島市中央図書館の「ともはと号」が来校して本の貸し出しと読み聞かせ 

を行っていただいています。子どもたちは本を借りたり返したりする貴重な実体験をしながら新 

しい本との出会いを大変楽しみにしていて心より感謝しています。さらに今月からは広島市映像 

文化ライブラリーの協力をいただき、１６ミリ映画を上映していただくことになり、１月１３日 

（金）読み聞かせの後、「ハムスターのドンバ」を視聴しました。薄暗くなった会場にフィルムの 

回る音とともに楽しい映像が映し出され、１６ミリ映写機とスクリーンを交互に見やりながら、 

テレビやＤＶＤとは違う雰囲気の映像を楽しんでいました。 

□ 広島デルタライオンズクラブ主催「中学部スマイルコンサート」 

  １月２３日（月）、広島デルタライオンズクラブが主催し、ヴィオラ奏者の 沖田孝司 様、 

千春 様御夫妻を招いてのコンサートを開催しました。バイオリンより低いヴィオラの美しい 

音色に聴き入ったり、知っている曲を一緒に歌って盛り上がったりして楽しい時間を過ごしま 

した。最後にお礼の気持ちを込めて、沖田孝司 様作曲「伝えよう笑顔と心」をみんなで元気 

よく歌いました。デルタライオンズクラブから 山本一彦 会長を始め４名の方に出席してい 

ただきました。素敵なコンサートをプレゼントしていただきありがとうございました。 

□ 「インフルエンザ」猛威をふるい始めています！  

１月２７日（金）厚生労働省は、インフルエンザの患者数が２２日までの１週間で倍近く急増したと発表しました。広 

島県でも１医療機関当たり３３．９０人が報告されており、特に５歳～１４歳の若い世代が大半を占めています。本校でも、

罹患している児童生徒が増えてきています。感染予防と流行の拡大防止のため御家庭でも次の点に御注意ください。 

◎ 「流水と石けんでこまめに手洗いとうがいをしましょう」 

◎ 「マスクを着用し、感染防止と感染拡大を防ぎましょう」 

◎ 「部屋の換気と加湿（湿度５０～６０％）を心掛けましょう」 

◎ 「インフルエンザが疑われる場合は、早めに医療機関を受診しましょう」  （発症した次の日が 

◎ 「罹患した場合、”発症後５日間、かつ、解熱後２日間”が回復の目安です」      １日目となります） 

 

□ １２月・１月の来校者 

 

 

 

 

 

○ 高等部入学者選考に伴い、２月７日（火）は全校臨時休業日、２月８日（水）は高等部のみ臨時休業日です。 

また、２月２２日（水）は全校１１：３０下校（小・中学部の入学調査のため）となっています。御確認ください。 

日 付 団  体  名 人 数 

１２月８日（木） 市小研特別支援教育部会（教科外） ３８０名 

１２月２日（金）・１４日（水） 広島市特別支援学級等新規担当教員研修 ７７名 

１２月２０日（火） 中華人民共和国 九江市特殊教育学校 危柏雲校長他 ６名 

１月５日（木） 市小研特別支援教育部会 担任者会 体つくり部会 様 ２５名 

縫製グループ 

清掃グループ 

しいたけの菌打ち 

グループ 

給食メニューの色塗り（中学部） 

軽作業グループ（金具の組立て） 

製菓グループ 

 
ワープログループ （新聞、名刺作り）   

 

 
   

 

 

 

 

注文から 

  納品まで 

  も大切な仕事 

 

 


